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【ATC フィロソフィ⑨】 
 

今日は、アークテックコム(株)
にて技術書類の作成を行ってい
ます豊原 信です。 
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泥縄式が独創性を生む 

今月は弊社の「道標」の続き
と応援メッセージを紹介いたし
ます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

独創性を重んじる 
市場の動向やお客様の要望

に対応するために、人・モ

ノ・金の限界のある中では、

どうしても独自の創意工夫し

た技術で勝負せざるを得ませ

ん。他社とは異なる方法で全

員が必死の努力でやり抜くこ

とで、結果として独自の技術

を次々に確立・蓄積できるの

です。 

何としてもやり遂げなけれ

ばという強い信念をもち、毎

日毎日創意工夫を重ねてい

く、その一歩一歩の積み重ね

が、やがてすばらしい創造へ

とつながっていくと信じま

す。 

「約束」を「現実」にし
ていく過程で独創性が生

まれる 
「泥縄式」と言う言葉があり

ますが、一般的には準備不足で

間に合わないことを言うマイナ

スのイメージの言葉です。とこ

ろが経営に於いては、出来そう

にない仕事を受注して、創意工

夫をしながら完成させるときに

使い、非常にプラス思考の言葉

に替わります。 

できそうなふりをして『いや

…、難しそうですができると思

います』 

と答えてしまうのです。しか

し、できると言ったのはまたく

の嘘なのです。 

そして、それを嘘のままにし

てしまったのでは、もう二度と

その会社に顔を出すことはでき

ません。嘘をつく人が自分から

世間を狭めるように、必ず結果

を出さないと、新しい仕事は受

注できなくなってしまいます。 

ですから、嘘を言って無理や

り注文をもらってくる。そうす

ると、後がたいへんです。なぜ

なら、そのうそ（嘘）を本当

（実）にしなければならないか

らです。しかし、実はこの嘘を

本当にするところからチャレン

ジが始まります。 

しかし、技術もなければ設備

もないことを従業員は知ってい

ますから、説明を受けてただび

っくりするだけです。 

そうすると、『設備もないのに、

できるわけがないでしょう』と

誰かが言い出します。そうして

従業員とのやりとりが始まるわ

けです。 

『設備がないからできないで

は困る。設備は今から導入する。

立派な設備は買えないけれど、

中古の機械を買ってくるなどし

て、なんとしても注文のもらえ

る製品をつくるのだ』 

『しかし、今から中古の機械

を探しに行っても期限に間に合

うかどうかわかりません。そん

なことをするのだったら、設備

投資をして、かねてから設備を

整えておかないと、新しい製品

の試作なんて簡単にはできませ

ん』 

『何を言っているんだ、君。

これを本当の「泥縄式」と言う
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んだ』。 

「泥縄式」というのは、泥棒

を捕まえてから泥棒を縛るため

の縄を 綯
な
うということです。し

かし、泥棒を捕まえる前に縄を

綯
な
っていたのでは、コストばか

りかって、在庫になってしまう

可能性もあります。だから、泥

棒を捕まえてから縄を 綯
な
うのが、

一番経済な効率がいいのだとい

う屁理屈が生まれたのです。 

『注文をもらう前から準備す

る、というのは誰にもできる。

そんな無駄な設備投資をするか

ら、会社がうまくいかないのだ。

「泥縄式」のように注文をもら

ってから設備を入れる』となる

わけです。 

その考え方は後に、「必要なと

きに必要なだけ購入する」「無駄

な在庫は持たない」という当座

買いの考え方に繋がります。 

今までにしたこともない仕事

や、つくれそうもないのに「や

ります」と言ってしまう。それ

を嘘だと言いましたが、そうす

ることで、人の模倣ではない、

独自の技術を開発することがで

きるのです。 

これが会社を大きく発展させ

る考え方の一つです。 

※2026年 10月号に続きます。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

今月の応援メッセージ  

嘘は嘘でない  

こんなこと考えたことありま

すか。およそ人間の身の上には、

その人の心の中に無いことは生

じないことを。常識として理解

できていないことを。思っても

いなかったことが、現実の自分

の人生にでき上ったといっても、

それを自分が無意識に思ってい

たことに気付かない、意識的に

思ったこと以外は思った事じゃ

ないと思っている。だから「泥

縄式」という変な屁理屈を考え

る。実際は心の奥底で遣ろうと

思うから引き受けたので、新た

な目標を具体的に設けたのと同

じ結果になります。 

人間の身の上には、その人の

心のなかにないことは生じない。

言い換えると、すべての出来事

は、心の内部から自分が知る知

らないに問わず、心の内部から

掲げた合図によってつくられる。

不思議に、我々人間の生きてい

る背後には、終始そこに、その

人の思いの方のとおりに物を作

ろうとする力が控えている。背

後には実在がある。 

また、『設備もないのに、で

きるわけがないでしょう』とい

う意見は、常識の罠に掛かって

いると言えます。たとえば、知

らない土地にいって、目的の場

所がわからない。その土地の人

から目的の場所に行く道筋を聞

いた。その道筋をどんなに詳し

く説明され、分かったとしても、

教わったとおりに実際に歩きだ

さなきゃ目的の場所に着きっこ

ないです。頭ではわかっていて

も、理屈だけはわかっていても、

実行というものが、自分の努力

のなかから影をうすくしてしま

うのです。  

豊原 信 


